
別紙１

～

○ SDGs推進活動 自立促進活動

NPO法人の設立登記日 年 月 日

NPO法人設立前の団体の設立日 年 月 日 ※NPO法人設立前に任意団体等で活動実績がある場合は記載する

事業内容が分かるHPやSNS等

補助金等の交付実績 1 年 12 月 ／ 円

・ 2022年4月から2025年3月までに 2 年 7 月 ／ 円

　交付された補助金等を記載してください。 3 年 5 月 ／ 円

・ 7件以上ある場合は、直近のものから 4 年 3 月 ／ 円

　6件を記載してください。 5 年 12 月 ／ 円

6 年 7 月 ／ 円

活動歴・これまでの活動実績

＜７０文字×3行程度＞

申請する事業の位置づけ（１） 継続事業 （現在取り組んでいる事業、またはこれまでに取り組んできた事業と同じ内容の事業を申請する）

・ 「その他」を選択した場合、 新規事業 （これまでに取り組んでいない新たな事業を申請する）

　その内容を記載してください。 その他

申請する事業の位置づけ（２）

・ 令和5年度または6年度に本助成事業に採択

　されている場合は、過年度の採択事業から

　発展させた内容や違いを記載してください。

申請する事業に従事する 1

法人社員と役割 2

3

4

5

事業区分

１．申請する法人について

2023 2 6

2017 9 1

事業計画書

法人名 ＮＰＯ法人子ども地域ネットワーク所沢

事業名 所沢SecretBase（学生活動支援）

事業期間 令和7年6月20日 令和8年2月28日

（HP） http://children-tokoro.org/

（SNS） https://www.instagram.com/kodomo_net_tokorozawa/

（補助金等名称） 子ども支援活動助成（大和証券財団）：子どもの居場所 （交付日・交付額） 2024 500,000

（補助金等名称） 浦和競馬こども基金：学生活動（NPO助成の期間外の取組3月） （交付日・交付額） 2024 100,000

（補助金等名称） 令和6年度NPO活動促進助成事業：学生活動支援 （交付日・交付額） 2024 500,000

（補助金等名称） こどもの未来応援基金：不登校支援 （交付日・交付額） 2024 3,000,000

（補助金等名称） ボランティア活動助成：学生活動（NPO助成の期間外の取組3月） （交付日・交付額） 2023 300,000

2020年、イタリア領事館と選手団に飲食店マップを提供。2021年に不登校支援を開始し、2022年にはイタリアの学生と直接国際交流を行う。

2023年に法人化・所沢SecretBaseを設立。2024年は高校生が市に活動報告を行い、学生の地域活動が広がる。多世代・多文化が交わる場として発展を続けています。

（その他の内容）

（補助金等名称） 令和5年度NPO活動促進助成事業：学生活動支援 （交付日・交付額） 2023 500,000

2017年に任意団体として発足し、2018年から居場所づくりや子どもの声を聞くワークショップを実施。2019年は高校生が東京オリンピックを盛り上げる地域活動を展開。

（社員） 清水　康平 （役割） 事業計画・経理・学生活動支援・学生の居場所・不登校支援・相談窓口

（社員） 植村　えり子 （役割） 不登校支援・イベント当日お手伝い

2023年度は学生の「やりたい」を形にする支援を通じて、地域活動の基盤づくりを行いました。2024年度は行政・医療・多様な団体と連携し、

学生の活動を評価・可視化する仕組みづくりに発展。2年の実績を通して、活動の質と信頼が高まり、広域・多世代へと対象も拡大しています。

今年度は、学生自身が発信し、活動を事業化していくプロセスを支援し、予算計画や収益の仕組みを学ぶ実践へと進化させます。

オンライン空間や県外合宿の活用、OBの協力など新たな展開に向け、持続可能で自立した活動の基盤を整えるためにも、今こそ予算の充実が必要です。

（社員） 金丸　慎一朗 （役割） 事業の運営・評価・不登校支援

（社員） 江畑　和子 （役割） 不登校支援・イベント当日お手伝い

（社員） 鎌田　瞳 （役割） 不登校支援・学生の居場所・イベント当日お手伝い



6月 ～ 2月

回 人 4 人 8 者

～

回 人 人 者

～

回 人 人 者

～

回 人 人 者

～

回 人 人 者

２．申請する事業の詳細

事
業
１

（実施回数）

（場所：施設等の名称）

所沢SecretBase

8

（事業の対象となる人）

小中高大学生

（参加者数合計）

1800

（事業の名称）

所沢SecretBase （学生活動支援事業）

（事業の内容）

学生一人ひとりが感じている身近な課題や「やりたいこと」を出発点に、対話を重ねながらその実現に向けた支援を行う事業です。

（実施時期） （場所：市町村名）

（実施回数） （事業の対象となる人）

（事業の対象となる人） （参加者数合計） （従事する社員）

所沢市

（場所：市町村名） （場所：施設等の名称）

（参加者数合計）

（従事する社員） （連携団体の数） （連携する団体等の名称と役割）

あかねの風保育園、百年の森づくりの会、マルザ、企業、所沢ロータリー東、小手指公民館分館、新所沢地区自治会、こばと児童館／会場貸出・共同企画・ワークショップ

事
業
２

（事業の名称） （事業の内容）

（連携団体の数） （連携する団体等の名称と役割）

（従事する社員）

（実施時期） （場所：市町村名） （場所：施設等の名称）

（連携団体の数） （連携する団体等の名称と役割）

事
業
４

（事業の名称） （事業の内容） （実施時期） （場所：市町村名） （場所：施設等の名称）

（実施回数）

事
業
３

（事業の名称） （事業の内容） （実施時期）

（連携団体の数） （連携する団体等の名称と役割）

事
業
５

（事業の名称） （事業の内容） （実施時期） （場所：市町村名） （場所：施設等の名称）

（実施回数） （事業の対象となる人） （参加者数合計） （従事する社員）

（従事する社員）（実施回数） （事業の対象となる人） （参加者数合計） （連携団体の数） （連携する団体等の名称と役割）



本事業では、①学生の孤立と心の問題、②子どもが商業の対象となることによる格差や電子機器の依存、③目的を持てないまま社会に出る若者の増加という3つの課題に取り組みます。

特に①では、自殺や非行、性被害、不登校などの背景に、家庭や学校以外に信頼できる大人や年上の存在がいないこと、また人との関わりが少ない中で葛藤への耐性や対話力が育ちにくいことが大きな要因です。

そうした問題に対し、多世代とつながる居場所を提供し、経験や体験を通じて生きる力を育てます。イベントや報告活動では社会人や行政と関わる機会を設け、資料作成や発表などの実践力を育成。大学生が中高生を支援する体制も整いつつあり、

誰一人取り残さない地域づくりを目指しています。スタッフや大学生による継続的な見守りにより、安心して挑戦できる環境と、課題に応じた支援を提供します。

地域や学生主催のイベントを通じて、学生の主体性を育みながら、小中学生へのロールモデルとしての関わりを広げ、共に未来をつくる人材を育成します。

４．申請する事業の効果

３．申請する事業の目的と内容

＜80文字×5行程度＞ 事業の概要、解決を図る地域課題や社会課題、目的を達成するための実施体制・連携体制はどのようなものか

＜80文字×5行程度＞ 申請する事業の効果を得るために、申請者の特徴や強みをどのように生かすか

本事業の効果を高めるために、私たちの強みは多職種による専門性と地域・世代を超えたネットワークにあります。保育士、小中学校教諭、学童職員、放課後等デイサービス職員、心理士がスタッフにおり、

発達・心理・障害・精神面に対して専門的な支援が可能です。行政や医療機関との連携も円滑に行え、地域からの信頼も高まり、安心して活動を任される関係が築かれています。また、

2017年からの継続的な学生支援により、大学生・社会人となったOBが運営に関わり、後輩を支える仕組みも整ってきました。すぐに答えを与えるのではなく、考える力を育む支援や、失敗から学ぶ価値を伝える先輩の存在は大きな財産です。

さらに、大学や社会人とのつながりから多様な分野の人材を迎え、所沢市を超えた広域な学生ネットワークが形成されています。このような場には、不登校や就労移行支援を受ける若者も参加し、社会とのつながりを得る機会となっています。

今後は福祉事業所と連携を深め、引きこもりなどの課題に触れる機会を学生に提供しながら、誰もが居場所を感じられる場づくりを推進します。この取組は、全国でも先進的な事例となると確信しています。

＜80文字×5行程度＞ 申請する事業の効果

本事業の効果として、大きく2つの成果が見られています。1つ目は、地域や行政、関係機関が学生の活動を通じて学生の声を聞くようになり、体験・学びの機会が広がってきたことです。

学生自らが困っている現状や思いを行政職員に伝える中で、市長・教育長・企業の代表との直接対話の機会も増え、市の広報誌で学生の声が紹介されるなど、政策に若者の意見が反映される事例も生まれました。

これは市としても前例がなく、学生の存在と活動が地域に認められてきている証です。2つ目は、活動を通じて心の支援に繋がった事例です。イベント運営側の高校生が家庭の悩みを打ち明けてくれたことで、

早期にうつ症状に気づき、学校へ行けなくなった際にも1か月ほどで復帰することができました。これは学校や家庭とは違う「第3の大人」が寄り添う居場所だからこそ話せたことであり、

不登校の予防策としての大きな意義を実感しました。支援では児童相談所との連携や家庭面談も行い、イベントにはご家族の参加も見られるようになりました。今後も「地域で支える」形をさらに深めていきます。



2

目標名 16 平和と公正をすべての人に ←17の選択肢から選択する

効果
私たちは、虐待や搾取、不登校や孤立など、見えにくい暴力や排除から学生を守る居場所を提供しています。

年齢や背景に関係なく誰もが尊重される対話の場をつくり、安心して意見を出せる環境を整備。学生の声が行政に届く仕組みを整え、包摂的な社会の実現を目指しています。

＜各項目100字程度＞ SDGｓの１７の目標に対する事業の効果（最大３個まで記入可）

1

目標名 4 質の高い教育をみんなに ←17の選択肢から選択する

効果
受験対策などの学力支援に加え、公教育では得がたい生活術や専門知識、地域の大人との交流を通じて、多様な価値観に触れながら「生きる力」を育む学びの場を提供しています。

教員や学生、地域の方々が共に支えることで、子どもたち一人ひとりの学びと成長を保証する環境づくりを実現しています。

５．事業の継続・発展

＜80文字×5行程度＞ 事業を継続的に行うための課題、事業の継続性を高める方法、事業を発展させるための取組はどのようなものか

事業を継続していく上で最も大きな課題は、安定した財源の確保です。今年度からは学生利用料の見直しを行いましたが、これまで丁寧に信頼関係を築いてきたことで、「自分たちの大切な居場所を共に守る」という共通の理解のもと、

前向きに受け入れられています。学生が最低限の利用料を支払うことで、場所への責任や主体性が育まれ、居場所を大切にする意識も高まっています。また、支援を受けた学生が成長し、運営に関わることで支援の循環が生まれています。

このような支援の連鎖は、活動の継続性を高める大きな力となっており、学生同士やOB、地域とのつながりによって、より広く深いネットワークが形成されています。

今回の助成により、支援の質の向上や活動の周知が進むことで、より多くの人に私たちの活動を知っていただき、新たな協力や連携の機会が生まれることが期待されます。誰もが安心して関われる場づくりを通じて、

3

目標名 17 パートナーシップで目標を達成しよう ←17の選択肢から選択する

効果
私たちは、行政・企業・大学・地域住民と連携し、学生の学びや社会参加を支える多様なネットワークを構築しています。

地域内外からの人材・資源の協力を得て、多世代が関わる共創の場を実現し、持続可能な地域づくりと人づくりに貢献しています。

「誰も取り残さない」社会の実現に貢献していきます。私たちはこの活動を、関わるすべての人たちと共に“つくる”ものとして育てていきたいと考えています。

６．事業の自立　※自立促進活動に応募する場合のみ

＜80文字×5行程度＞ 事業の自立性・継続性を高めるために、(1)寄附金や事業収入を拡大させる取組、(2)他団体の連携、(3)助成金の活用方法はどのようなものか



別紙２

法人名

事業名

　１．収入の部

単位 × 単位 × 単位

円 × 回 ×

× ×

単位 × 単位 × 単位

× ×

× ×

　２．支出の部

単位 × 単位 × 単位

円 × 回 ×

円 × 名 ×

× ×

× ×

× ×

単位 × 単位 × 単位

× ×

× ×

× ×

× ×

× ×

単位 × 単位 × 単位

円 × 名 × 回

× ×

× ×

× ×

× ×

ＮＰＯ法人子ども地域ネットワーク所沢

所沢SecretBase（学生活動支援）

601,000

項目 予算額（円） 積算内訳

a.助成金交付申請額 500,000 ※千円未満切り捨て/採択区分により補助率と交付額が変わる可能性があります

収支予算書

b.自己資金 51,000 ※自動計算

c.事業実施による収入等 50,000 金額１ 金額2 金額3

50,000 50,000 1

0

（収入の内容）

（収入の内容）

活動１（該当する事業）

（該当する事業）

ブースの売上（小手指公民館分館文化祭）

0 金額１ 金額2 金額3

0（収入の内容） （該当する事業）

d.その他

項目 予算額（円） 積算内訳

a.会場費 30,000 金額１ 金額2 金額3

0

601,000

（収入の内容） （該当する事業）

12,000 3,000 4

18,000 600 30

（支出の内容）

（支出の内容） 活動１

活動１（該当する事業）

（該当する事業）

所沢市内公共施設（公民館・体育館）

KADOKAWA（ﾏﾝｶﾞ・ﾗﾉﾍﾞ入場料）

0

0

（支出の内容）

（支出の内容）

（該当する事業）

（該当する事業）

0

b.通信運搬費 0 金額１ 金額2 金額3

（支出の内容） （該当する事業）

0

0

（支出の内容）

（支出の内容）

（該当する事業）

（該当する事業）

0

0

（支出の内容）

（支出の内容）

（該当する事業）

（該当する事業）

0

c.旅費交通費 60,000 金額１ 金額2 金額3

（支出の内容） （該当する事業）

60,000 1,000 2 30

0

（支出の内容）

（支出の内容）

（該当する事業） 活動１

（該当する事業）

スタッフ交通費（イベント当日・下見・打合せ）

0

0

（支出の内容）

（支出の内容）

（該当する事業）

（該当する事業）

0（支出の内容） （該当する事業）



単位 × 単位 × 単位

円 × 回 ×

円 × 回 ×

円 × 回 ×

円 × 回 ×

円 × 回 ×

単位 × 単位 × 単位

× ×

× ×

× ×

× ×

× ×

単位 × 単位 × 単位

円 × 回 ×

× ×

× ×

× ×

× ×

単位 × 単位 × 単位

円 × 回 ×

円 × 回 ×

× ×

× ×

× ×

単位 × 単位 × 単位

円 × 日 ×

× ×

× ×

× ×

× ×

単位 × 単位 × 単位

× ×

× ×

× ×

× ×

d.消耗品費 400,000 金額１ 金額2 金額3

80,000 20,000 4

50,000 50,000 1

（支出の内容）

（支出の内容）

（該当する事業） 活動１

（該当する事業） 活動１Deledda交流（飾り・プレゼント作成・縁日用品）

200,000 200,000 1

60,000 30,000 2

（支出の内容）

（支出の内容）

（該当する事業） 活動１

（該当する事業） 活動１しんとこフェス、こばと児童館クリスマス交流（縁日材料、switchコントローラー）

小手指公民館分館文化祭（縁日材料、会場装飾、メタクエスト2台48400円×2）

e.備品費 0 金額１ 金額2 金額3

（支出の内容） （該当する事業） 活動１クリスマス交流（交流装飾材料費）

0

0

10,000 10,000 1

0

0

（支出の内容） （該当する事業）

（支出の内容） （該当する事業）

0

f.委託費 6,000 金額１ 金額2 金額3

（支出の内容） （該当する事業）

6,000 3,000 2

0（支出の内容） （該当する事業）

（支出の内容） 東京カラー印刷（イベントチラシ印刷費・報告資料） （該当する事業） 活動１

0

0

（支出の内容） （該当する事業）

（支出の内容） （該当する事業）

0

g.謝金 30,000 金額１ 金額2 金額3

（支出の内容） （該当する事業）

20,000 20,000 1

10,000 10,000 1

（支出の内容） マルザ（手品） （該当する事業） 活動１

（支出の内容） アグリドックレスキュー他、県の研修で繋がった団体を検討 （該当する事業） 活動１

0

0

（支出の内容） （該当する事業）

（支出の内容） （該当する事業）

0

h.人件費 75,000 金額１ 金額2 金額3

（支出の内容） （該当する事業）

75,000 3,000 25

0

（支出の内容） イベント打合せ・準備・当日引率スタッフ （該当する事業） 活動１

（支出の内容） （該当する事業）

0

0

（支出の内容） （該当する事業）

（支出の内容） （該当する事業）

0

i.その他 0 金額１ 金額2 金額3

（支出の内容） （該当する事業）

（支出の内容） （該当する事業）

（支出の内容） （該当する事業）

0

0

（支出の内容） （該当する事業）

（支出の内容） （該当する事業）

0

0

夏のイベント（あかねの風保育園・中高生交流・内部夏のイベント・勉強会・ワークショップ他）

（支出の内容） （該当する事業）

（支出の内容） （該当する事業）


